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横浜製造所紹介DVD
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横浜製造所沿革

大正11年(1922年)1月 小倉石油原油輸入基地として発足 平成11年(1999年)4月 日本石油と三菱石油が合併し、日石三菱
誕生

昭和4年(1929年)12月 小倉石油横浜製油所完成 平成11年(1999年)7月 日本石油精製から日石三菱精製に社名
変更

昭和16年(1941年)6月 日本石油と合併、日本石油横浜製油所と
なる

平成12年(2000年)6月 卸発電供給事業営業開始

昭和26年(1951年)10月
日本石油、カルテックス社と提携し、日本
石油精製を設立
日本石油精製横浜製油所となる

平成14年(2002年)4月 興亜石油、東北石油と合併し、新日本石
油精製株式会社横浜製油所となる

昭和36年(1961年)5月 常圧蒸留装置（70,000バレル／日）稼動 平成18年(2006年)7月 潤滑油・グリース製造設備完成

昭和62年(1987年)7月 常圧蒸留装置廃棄 平成20年(2008年)4月 横浜製造所に事業所名変更

平成7年(1995年)2月 潤滑油リラン装置完成 平成22年(2010年)10月 ＪＸ日鉱日石エネルギー株式会社横浜製
造所となる

平成8年(1996年)4月 日本石油、カルテックス社との提携を解消
し、日本石油全額出資の精製会社となる

平成28年(2016年)1月 「ＪＸエネルギー株式会社」へ社名変更

平成8年(1996年)4月 横浜ルブセンター完成 平成29年(2017年)4月 「ＪＸＴＧエネルギー株式会社」へ社名変更
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潤滑油製造・出荷の概要

 ベースオイル・添加剤の受入

○ ベースオイル（T/S､T/L）、添加剤（T/L､D/M）

○ 専用タンクに受入

 調合槽で製造

 各種容器に充填

○ ４Ｌ缶、２０Ｌ缶、D/M缶

 自動倉庫に保管

○ 横浜ルブセンター（立体自動倉庫）

○ 立体D/M庫

 自動倉庫から出荷
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作業サイクル

受入 ⇒ 製造 ⇒ 充填 ⇒ 保管 ⇒ 出荷

手作業 自動作業
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 ベースオイル・添加剤の受入

⇒ 受入Lineのセット（バルブの開閉）

⇒ ＰＥによる一人作業 PE：Production Engineer
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ヒューマンエラーを防止

システムの導入
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受入系統Auto Line Upシステムの導入不可

配管変更 ⇒ 2回～3回／年（タンク定期開放）

バルクタンクT/L 8系統

ベースオイルT/L 18系統

ベースオイルT/S 10系統

ベースオイルシフト 15系統

調合タンクT/L 9系統

 トータル 60系統
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受入系統Auto Line Upシステムの導入断念

しかし、何かシステム化したい！

PE作業＋監視機能（開閉監視）

容易に付替可能なリミットスイッチ

ISA100 or Wireless HART
Wireless HART／ ポジションモニタ ４３２０

FISHER4320/ポジションモニタ
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導入沿革

o導入期

 2014年２月（システム機器購入）

 2014年７月（現場機器購入）

 2014年9月～（4320取付作業）

 2015年1月（運用開始）

o 運用・改善期

 2016年7月～（手順書見直し⇒画面見直し）

 2017年3月（新画面完成）全面運用開始
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対象系統

o ベースオイルT/L 18系統

o ベースオイルT/S 10系統

o ベースオイルシフト 15系統

o 調合タンク 9系統

o バルクベースオイル・添加剤 8系統

o トータル系統 60系統

o 対象バルブ数 112台
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対象バルブ
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 現場機器
o ワイヤレスポジションモニタ （以下4320） 112台

o 4320取付ブラケット ⇒ 2種類（直付型、改良型）

o 中継器（ディスクリート伝送器702） 6台（１５台、ロングアンテナ８台）

o ゲートウェイ（1420） 5台

ステムリンク使用型
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システム構成

o E社製DCSシステム 1台
o クライアントPC（2画面） 1台
o Wi-Fiシステム（ｻｰﾊﾞｰ、ﾃﾞﾊﾞｲｽ、ｶﾒﾗ等） 1式
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 システム構成

AP

Mobile 

IP Camera

DeltaV Graphics
on Mobile

ラインアシスト
システム

ポジションモニタ
＋手動弁

112台実装

Local Video 
on Graphics

カメラ&モバイル

Wi-Fi実装
AP*2
IP Camera*1
Mobile*2

WirelessHART

※~現場風景写真はイメージです
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1FCAB室 Pro PLUS + Wi-Fiｻｰﾊﾞ 2F計器室 クライアントPC
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108台
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GW2 22台

GW1 12台

GW3 22台

GW4 29台

GW5 23台
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 持出チェックリスト
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オーバービュー画面
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ラインアシスト画面 OFF状態
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ラインアシスト画面 ON状態
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ラインアシスト画面 ライン成立
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特徴【機器および設置環境】
 4320通信

o 通信サイクル ⇒ 5分
o バーストモード ⇒ 動き始めると通信開始

 バルブ開閉の閾値

o 開 76％ ⇒ 開信号出力

o 閉 4% ⇒ 閉信号出力

 高速道路と民家・集合住宅の直近

o 4320と住居 ⇒ 90ｍ 以内

 作業エリアを跨いで通信

o 作業用車両（T/L、工事用トラック、容器搬入トラック等）

o スマホ、タブレット
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 周囲電波環境（高速道路、高層集合住宅、港湾、防災）
o ワイヤレスネットワーク巡回点検（1回/年）を委託

o 通信障害のリスク状況把握と、障害発生時の対応

15チャンネル

信号
強度

時間

WirelessHARTTM

Wi-Fi

小さなデータを2.4GHz帯を15のチャン
ネルに分けてホッピング。

高いスループットで画像や音声に適した
通信規格。
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180m

100m

160m
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ライン変更に伴う作業

o 現場機器（4320）の付替（現場作業）

o 系統再構築（システム）

o 画面変更（システム）
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作業役割の今後について

o 電波障害測定

通信エラー発生時 ⇒ メーカー ⇒ 自主作業

o ライン変更に伴う作業

 4320付替 ⇒ メーカー ⇒ 構内工事会社

系統再構築 ⇒ メーカー ⇒ 自主作業

画面変更 ⇒ メーカー ⇒ PE作業
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 システムリンク（ネットワーク化）
o 製造計画、受入予定、タンクデータ～製造管理

 無線システムによるバルブの自動化
o 既設手動バルブの自動バルブ化（エアアクチュエータ取付）

o 新設・改造時の自動バルブ化（エアアクチュエータ or 取付調節弁）

 Wi-Fiシステムの本格運用
o カメラとモバイルデバイスの連携

 他アプリケーションの展開
o 回転機器振動監視、タンクレベル、漏油、ガス検知 等

o ISA100
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 設置写真紹介
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